
�

�

�

�

�

�

�



 本市では、人口減少等により水道料金収入の減少が見込まれている 

一方で、物価の高騰などによる経費の増加や水道施設の老朽化も進 

んでいます。今の料金体系のままでは施設の維持管理・修繕のほか安定 

した運営も難しくなり、将来安定的な水道の供給が出来なくなるため、 

今回改定を行います。 

 前号でお伝えしたとおり、このままでは令和11年度中に積立金も枯渇 

し、水道事業の経営に支障をきたしてしまいます。また、段階的な値上げ 

では、将来さらに大きな改定幅となってしまう恐れもあるため、今回は 

25％の改定が必要と判断しています。 

 新料金は、平均で 25％の値上げ 幅となります（旧後生掛簡易水道 

地区は除く）。用途区分（家庭用・団体用等）や基本料金・超過料金の  

体系に変更はありません。なお、今回の改定は、消費税率の改定による 

料金改定以外では、平成8年以来 約30年ぶりの料金改定 となります。 

 水道事業は原則として、法律の定めに基づき、皆様からの水道料金に 

よって必要な経費を賄わなければなりません。そのため、一部の収入を除き、 

水道料金や手数料等の収入で水道事業を運営していく必要があります。 

  水道は生活に欠かせない重要なライフラインです。将来にわたって 

安定して水を供給するため、今後も経営状況を見ながら料金の見直しを 

定期的に行います。 

 下のグラフをご覧ください。 

 「料金収入見込み」と「積立金残高の将来予測」の改定前後での比較です。 

料金改定を行い、収入が増加することで、積立金残高の減少幅が緩やか 

になります。積立額が維持されることで、災害等不測の事態への備えや、 

老朽化した水道施設の更新費用に充てることができ、安全な水道水の 

供給が確保されます。 

 

   過去の「上水道だより」は、右の「ＱＲコード」から 

   直接市のホームページで閲覧することができます。 
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※①②のグラフは、共に消費税を除いて作成しています。 
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